




























































4.ブラジルの金型産業全体を俯瞰して          P１２ 
 
5．終わりに（ブラジル金型産業の将来に向けた提案）   P１５ 
 
 















































































2017 年 6 月にブラジルのジョイ
ンベル市において国際金型協会
（ISTMA: International Special 
Tooling & Machining 
Association）の総会が開催された。









































































































































































て、日本ではAOTS(海外産業人材育成協会:The Association for Overseas Technical 


























































B地域=Sao Bernardo do Canpo 














 サンパウロ地域にはブラジル最大の自動車ボデイ金型生産工場の Taurus 社が存在す
る。（写真３）ここでは GM等の米国車・トヨタ等の日本車・ヒュンダイ等の韓国車メー








経営する金型企業 KING 社も存在する。 
（写真４）この企業は日本式の“信頼性
を重要視した金型製造”が行なわれてお
り、日系の自動車メーカからの受注が活
発化している。この企業の日本式金型作
りは周辺の金型製造への影響度も高く、
広がりつつあることは喜ばしいことであ
る。 
筆者が感じたサンパウロ地域全体で感じた全体としての課題は以下の通り 
 ①標準品採用率が低い 
金型部品平均購入率は全体の 25％程度で残りは全て社内生産になっているが、こ
れは日本を始めとするアジア諸国の金型企業と比べ低い。加えて、社内加工の中心
は熟練技能者による汎用工作機械に頼りコストと納期の点で課題がある。 
 ②設計部門の弱点 
金型設計は 3次元 CADで行われているが、圧倒的にそれを使える設計技術者数が少
ないため生産工程が滞っている状態にある。加えて、CAMは工場内の設備や「作業
者の労働に対する文化意識違い（作業者のプライドの高さ等）」の関係もありほと
んど使われてはいない。現状は NC 機械のプログラムは現場の作業者（ブラジルで
は技術者の位置づけ）に任せられている。 
 ③工場設備のレイアウトに課題 
この地域の金型製造は日本の古い金型企業と同様、設備を逐次投入しながら徐々に
拡大してきた為「空いている場所に設備する」ことを繰り返してきたこともあり,
工場レイアウトは効率的な生産が出来る配置になっていない。この傾向は日本の大
田区を始めとする歴史の古い中小零細金型企業の非効率なレイアウト構成と類似
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している。日本では最近になりその非効率なレイアウト構成は「５S」活動の推進
により大きく変化しつつある。 
等であるが、サンパウロ近辺の基盤産業を纏めると 
ⅰ歴史が古く優れた技能者（熟練者）が製造の中心 
ⅱ納期・価格改善の為の設備更新の時期にあるが必要とする技術者不足が懸念 
ⅲ進出日本企業に対応する地域は D地域 
となる。 
⑵クリチバ地区 
 BVW社やルノー社の本拠地であるクリチバ地区の基盤産業は、クリチバの南方に位置
するジョインビル地域に支えられている。（図
６）ジョインビル地域はブラジル最大の金型
集積地である。この地域は、主としてドイツ系
移民によって出来上がった街であり街の風景
は今でも正に“ドイツの街”である。使われる
言語も英語よりはドイツ語が中心で、ホテル
でもドイツ語かポルトガル語しか使えないほ
どである。（写真５） 
 この地域での“モノづくり”は全てドイツ方
式であり、製造設備機械もドイツ製やスイス製で占められている。目標加工精度は、全
て“μm単位”を基準として行われて
おり、品質管理も完璧に近い。全ての
工場にはマイスター的な職人がお
り、彼らが部下に対して OJT 方式で
技能を伝授している姿を見ると、ア
ジア地域のそれとは全く違う光景で
ある。ジョインビルは人口 50万人の
ブラジルの中では中核都市ではある
が町全体が“モノづくり企業”で固め
られていて、自動車部品以外の航空機部品や家電製品部品も作られている。ブラジル金
型工業会の本部も大都会のサンパウロやリオデジャネイロではなくジョインビル市に
存在している等、正にブラジルに於ける“モノづくりの象徴の街”である。 
 ブラジル人は日本におけるブラジル人の印象とは大きく違い、基本的には勤勉で学ぶ
ことが好きな民族である。州立大学は通常学費は無料であるが入学競争率が高いのと学
んでいる期間の生活費が稼げないので主として裕福な家庭の学生が多い。一般の人は就
職した後夜間大学に通う例が少なくない。終業後夜間学校に通う生徒が多いためサンパ
ウロ等の都会では授業が終わる 11 時過ぎから賑やかになる。このような独特の人材教
 
ジョインベル	
ドイツ系移民街	
（金型の本拠地）	
クリチバ	
VW・ルノー（日産）	
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育文化の中、ジョインビルには世界にも稀な人材教育システムがある。（写真６）30年
ほど前ジョインビルの製造業の基盤とな
っていた鋳物企業が海外から輸入される
鋳物価格の低下により廃業を余儀なくさ
れた。しかしながら、もしそのジョインビ
ル唯一の鋳物企業が地域から無くなると
同地域の“モノづくり”は壊滅的な状況に
陥る事になる為、地域の“モノづくり企業”
は協同で出資し、新たにその企業を「総合
職業訓練学校」として再発足させ、鋳物事
業を職業訓練校内で継続させた。鋳物事業
は職業訓練校の学生を製造担当員として
使うため製造費を安く抑える事が出来、地域の鋳物供給を賄う事が出来る様になった。
同校では鋳物を始めとする素形材技術（金型・切削・測定・鍛造等のの技術）の授業を
受けることが出来る。機械設備は全てドイツ製の新鋭機が揃い、一流のドイツ技術者が
教鞭を取っている。同校では鋳物の他、精密金型や切削部品の受注製造を行っているば
かりでなく、測定依頼にも対応しており、日本で言う工業試験場の役目も果たしている。
授業内容も研削・切削の理論と技術ばかりでなくその“技能”もマイスターが教えてい
る。加えて最先端測定理論と実際や、日本でも重要視されている“技能の基”とも言わ
れる“ヤスリがけ実習”も優れた技能者の指導の下行われている。少なくとも筆者が今
まで世界中で見て来た職業訓練校としては最高のものであり、日本が若し将来“モノづ
くり”教育を行うとしたら間違いなくお手本となると思われる教育機関である。 
 
⑶カシオス・デ・ソル地区 
この地域はブラジル南部における金型製造の集積地である。金型製造の起因になった
のは米国系及び欧州系のトラック製造が
始まったことによる。現在は約 400社の
金型企業が稼働している。（図７） 
主としてプラスチック金型製造が中心
であり、全体の 70％を占めている。他に
はダイキャスト金型やプレス金型・ガラ
ス金型等も製造されているが、この中で
もプラスチック製造の技術は極めて高
い。この地域はイタリア移民が中心にな
って出来た街であり、製造方法は技能者が中心のイタリア式製造が主体である。（カロ
ッチェリア精神）金型製造設備は精密測定機・放電加工機・マシニングセンタ等はイタ
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リア製及びドイツ製が大半を占めている。最近になり日本製のミツトヨ社製の 3次元測
定機やマザック社のマシニングセンタも使われるようになったが、マシニングセンタは
やはりドイツの DMGグループ社製のものが主体である。全体の風潮として、従業員は勤
勉で、磨き工程ではやはり熟練者がその中心になっていることはアジア諸国の新興国の
“モノづくり”とは大きく違う点である。（写真６） 
この地域は金型業者同士の繋がり
や連携が強く、お互いに助け合いな
がら製造を行っている姿は日本の高
度成長期における金型製造業者の関
係とよく似ている。この地域におけ
る現在の課題はやはり「中国製造の
安価な金型の進出」である。そのため
には 40％の輸入関税率もやむなしと
考えられるが、近隣のアルゼンチン
の関税が 5％なのでアルゼンチンで
の製造が活発化する現象が発生している。従って早めに中国製品に対抗できる「何か」
を作りださなければならいと考えており、その点での日本との連携が出来ないか要望さ
れている。もう一つの課題は新鋭工作機械を導入する際に必要な 40％を超える取得税
である。従って生産性効率を上げコストダウンを図ろうとしても設備投資に対する利益
確保が難しく二の足を踏んでいる状況が続いている。この点を解消するために政府に団
体として「政府支援」の働きかけを図ることがこの地域の新金型工業会の目的となって
いる。今後工業会としては世界各国状況を収集し「金型産業に関する優遇策」はどうあ
るべきかをデータを示しながら政府に働きかけを図らなければならず、日本に対しては
日本の現在のデータおよび後述する昭和 32 年に施行された機械振興法の状況提供を求
められている。 
 
4.ブラジルの金型産業全体を俯瞰して 
ブラジルの金型産業には他の国には無い優れた利点が沢山存在する。その幾つかを挙げ
ると 
⑴世界の様々な金型技術が集結している 
⑵ブラジルに移民した人達は総じて勤勉であり技能習得に優れている 
⑶プラスチッック金型分野では既に「世界最高峰」に近い品質で製造出来る技術と技
能を有している。 
⑷金型産業が集積している地域が幾つか存在する 
⑸英語のみならずポルトガル語・スペイン語・日本語が話せる金型経営者が多く存在
し将来の海外展開に有利である 
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⑹金型製造機械設備はすでに世界一流である 
⑺金型企業同士の深い繋がりが存在し相互信頼感もある 
等々である。一方ブラジル金型産業が今後の国際競争に打ち勝つ為の課題も存在する。
以下にその幾つかを挙げその内容を解説し対策案を記述する。 
⑴金型製造の生産性が甚だ低くコスト高になっている 
前述して来た様に金型関税が高い為に海外からの標準部品の購入が出来ない。そ
の為コスト高になっているばかりでなく、金型製造工程に無駄が生じ納期が長くな
っている。例えば日本では標準的には１ヶ月納期で出来る金型がブラジルでは３ヶ
月以上かかることがある。（金型企業への聞き取り調査より）金型コストは“人件
費の固まり”であることを考慮すると「長納期＝高コスト」にならざるを得ない。
海外輸入金型との競争に打ち勝つ為には今後「如何に納期を短くするか」を徹底さ
せコストダウンに繋げなければならない。 
金型の標準化とそれに伴う「標準部品の多用」は喫緊の課題である。しかしなが
らこの課題の原因となっている「金型の高関税」については一朝一夕に解決出来る
問題ではない。従ってブラジル金型産業は「輸入標準部品に頼らない標準部品の推
進」を図る必要がある。幸いにもブラジルには強固な金型工業会が存在する。この
金型工業会を挙げて「国内金型標準部品製造企業」を立ち上げることが、この解決
策になると考える。その標準化や企業の立ち上げに関しては前述した金型標準部品
製造販売企業である（株）ミスミ等を巻き込むことで推進を早めることが可能であ
る。 
幸いにもブラジル金型産業には前述した多くの利点がある。この利点を活かせば
この「国内金型標準部品製造企業」を立ち上げることは難しい課題ではない。「標
準」の規格については既に国際標準が決まっているので推進に時間がかかることは
無いと思われる為出来るだけ早く取り組むべきであろう。 
⑵政府の金型産業に対する重要性の認識が薄く政府支援が全くない 
このことは昭和 30 年代の日本でも同様であった。日本ではそれを解決したのは昭
和３２年に施行された「機械振興法（機械工業振興臨時措置法）」がきっかけにな
った。今でも日本の業界内ではこの法律が戦後の日本の“モノづくり産業”の振興
の源になっていることは強く認識されている。ブラジルでもこの例に習い特別法の
制定が望まれる。当然ながらこの活動は金型工業会だけでは推進出来ない。しかし
ながら、幸いにもブラジルにはジョンビル市が存在するサンタ・カタリーナ州には
金型産業の振興に積極的なサンタ・カタリーナ州立大学が存在する。この大学を基
盤として産学協同で行動を起こすことが望まれる。 
⑶プレス金型分野の技術や製造に遅れが目立つ 
 プレス金型産業の立ち後れはブラジル金型産業のみならず自動車産業等ブラジル
の“モノづくり産業”にとって最大の課題である。「ブラジルでは何故プラスチッ
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ク金型が発展したのにプレス金型が発展しなかったのか？」については、全く研究
や調査がなされていないので正確な理由は不明であるが筆者は次の様に考える。 
①プレス金型はプラスチック金型に比べて技術移転が難しい産業である 
 プラスチック金型産業は設備投資型産業で比較的技術移転がし易い産業である。
これに対してプレス金型産業は人材投資産業であり技能が優先され技術移転が難
しい産業である。 
このことは金型産業の新興国共通の課題であり本研究の「ブラジルとインドの金型
産業比較」対象先であるインドでもブラジルと同様の傾向が見られる。 
 ②利益性が低い認識が災いしている 
金型産業技術は過去から現在に至るまで様々な変遷を遂げて来た。（図８）プレス
金型はその歴史が古いことに起
因して、当初の価格体系が維持さ
れたまま推移して来たため、比較
的「プレス金型＝昔からある技術
で製造＝誰でも出来る産業」と言
う間違った認識が一般的で、適正
価格での販売が出来ない状況が
続いている。一方、プラスチック
金型は歴史が浅いこともあり、当
初から高付加価値製品として存
在して来た。その為、金型産業の
中では比較的利益性が高い産業である。資本家が、「投資するなら、簡単に利益が
出るプラスチック産業である」と決断することは当り前である。 
しかしながら、日本を始めとする金型先進国では現在ではプレス金型の技術進歩
は目覚ましく、プラスチック金型産業より利益性の高い産業に生まれ変わりつつ
あるのも事実である。一方、その技術進化の情報が立ち後れている国々では未だ
に「プレス金型産業＝利益性が低い産業」の認識が強くブラジルもその例の一つ
である。 
 ③プレス金型は兵器産業と直結している 
 元々、金型産業はプラスチック金型が存在する以前はゲージ産業と共に兵器産
業の一部産業として存在していた産業である。この歴史は今でも根深く影響し「兵
器産業が必要ない国」では一般的にプレス金型産業に立ち後れが目立つ。ブラジ
ルでは現在の所大きな国際紛争は無く軍部も国内治安に焦点が置かれており航空
機産業以外大きな軍事産業は存在していない。今後もブラジルは兵器産業立国に
なる可能性が少ないことから「兵器産業を核としたプレス金型産業の振興」は期
待薄である。 
 
金型は毎年進化している！
タンデムプレス金型	
順送複合プレス金型	
AI金型(開発中）	
ファインブランキング（FB）金型	
トランスファープレス金型	
CRP金型	
順送プレス金型	
プレス金型分野
一個取りプラスチック金型	
多色成形プラスチック金型	
AI金型(開発中）	
複合プラスチック金型	
多数個取りプラスチック金型	
加飾成形プラスチック金型	
２色成形プラスチック金型	
プラスチッ ク金型分野
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 ④周辺技術が必要 
 プラスチック金型製造では必要ない周辺技術ではあるが、プレス金型では重要な
必要周辺技術が多く存在する。例えばパンチ等の焼入れ技術・寿命を保つ為のコー
ティング技術等が代表的なものであるが、他にも超硬金属加工用の研削技術等もあ
る。これらの技術は通常地域で共通に使える企業が一括して受注加工を行なってい
るが、これらの産業が無い場合は自社で全て調達しなければならない。しかし調達
するには、大きな投資と特殊な技術力が必要で、自社だけで保有するには無理があ
る。その為、周辺産業が無いのでプレス金型製造が出来ない、プレス企業が無いの
で周辺産業が育たないとの悪循環が続いている 
 ⑤社会的位置づけが低い 
 これも世界共通であるが、金属プレス産業は「キケン・キタナイ・キツイ」の所
謂３K産業に位置づけされる代表的な産業である。それに伴うプレス金型産業も今
まではその位置づけが低いところにあった。しかしながらプレス金型の技術進歩と
その重要性が認識される事により、先進国では徐々にその位置づけは変りつつある
が、ブラジルでは未だその域に到達していない。ブラジルでは残念なことに、プレ
ス金型分野は、プラスチック金型及びその射出成形産業に比べても格段に低い位置
づけにある。ブラジルではプレス金型産業分野の現在おかれている「低い位置づけ」
を早急に変える必要があるが、それを行なうには「官」や「学」のサポートが絶対
条件である。残念ながらブラジルでは「学」の分野でもプレス技術開発研究が盛ん
ではなく研究者も少ない。先ず「学」の改革が必要である。 
 
5．終わりに（ブラジル金型産業の将来に向けた提案） 
 前述して来た様に、ブラジルの金型産業は 決して発展途上国や所謂“新興国”
並みではない。特にブラジルの“プラスチック金型産業”は成熟産業であり、むし
ろ日本と同様成熟産業である故の苦境に陥っている。日本の場合はグローバル経済
の進展に伴い、海外に自動車産業等のセットメーカが海外進出した故の苦境である
が、ブラジルの場合は同じグローバル経済の進展に伴い、海外からの国内進出に伴
う苦境である。どちらも、技術や技能は充分に備えている。しかしながら、両者共
通の欠点もある。その欠点は金型等の基盤産業の“変化に対応する遅れ”にある。
これは「何でも自分の力で、自分で作る」という自負心が災いし、海外の変化と進
展に対応出来ない事に起因すると考えられる。ブラジルでは歴史的な関係もあり特
にこの「何でも自分の力で、自分で作る」ことが発展の大きな障害になっている。 
 昨年ブラジル金型工業会は世界の金型業界（ISYMA）の副会長に就任した。この
事により世界の金型業界の情勢や技術を容易に収集することが出来る様になった。
肝心なことは、この国際情報を「如何に会員にスピーディに広げるか」と「必要な
技術を素直に導入する試み」を積極的に行い「業界変革」を行なわうことである。 
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 ブラジルの金型産業は前述して来た様に技術面や技能面及び設備面では世界に
引けを取らない状況下にある。欠けているのは「生産技術力（工程管理力）」と「産
学連携」である。特に「産学連携」は殆ど無いと言っても過言ではない。確かに日
本でも 20 年ほど前までは産学連携の例は少なかった。しかし最近急速に産と学の
連携が良くなり、技術進歩の進展を促したばかりでなく、生産性の向上にも大きく
貢献して来ている。ブラジルに於いても今後は産と学との積極的な連携を強くする
ことが望まれる。もしかしたらこの「産学連携」がブラジルの“モノづくり産業”
を助ける唯一の方策かも知れない。 
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